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ま え が き 
  
ここに 2014 年度における群馬県衛生環境研究所の活動実績を纏めた年報第 47 巻を発刊

する運びとなりました。編集委員の皆様に感謝申し上げます。 
2014 年度は、西アフリカのエボラ出血熱や韓国における中東呼吸器症候群（MERS）の

流行のニュースが大きく報道されました。これだけ交通が発達した現代ですから、国内で

患者さんが発症する可能性もあり、行政、医療機関等、対策を迫られました。幸い日本に

入ってくることはありませんでしたが、油断は禁物です。 
 デング熱も話題になりました。デング熱はヤブ蚊がウィルスを媒介し、戦争中は国内で

も多くの患者さんが発生していました。その後は海外において感染し日本で発症する輸入

症例の報告が続いていましたが、2014 年 8 月に代々木公園で戦後初の国内感染事例が発生

しました。さらに、マダニが媒介する重症熱性血小板減少症候群（SFTS）の患者さんの発

生も徐々に北上しており、蚊やダニ媒介感染症への対策も重要になってきています。最近

の台風発生、真夏の暑さを思うと、こうした病気の流行も地球温暖化と無縁ではありませ

ん。 
 当研究所では、環境保全に関わる業務（水質・水環境調査、大気環境調査、大気の放射

線測定）、公衆衛生に関わる業務（感染症発生動向調査、食中毒原因微生物検索）等を行っ

ています。 
 環境保全業務として、PM2.5 をはじめとした有害大気汚染物質の調査研究を行っていま

す。近年、環境教育の重要性が認識され、こうした調査研究を通して、環境教育プログラ

ムの作成に努力しています。また、群馬県は水源県であることから、利根川水系の水質保

全のため、河川環境の実態調査を行っています。 
 感染症発生動向調査や食中毒の原因微生物検索では、医療機関や保健所と連携し、病気

の原因となる細菌、ウィルス検査等を行っています。また、必要な場合には、詳しい遺伝

子検査を行う体制を整備し、原因究明、感染ルートの解明に協力しています。 
 通常の業務以外に、様々な研究活動や研修会を開催することも研究所の大きな使命です。

県内の保健所、医師会、医療機関、また各地の地方衛生環境研究所、国立感染症研究所、

国立環境研究所をはじめ、関係各所と連携しながら群馬県の生活環境と県民の生命と健康

を守るため、職員一同努力して行きますので、皆様方のご支援を賜りますようよろしくお

願いいたします。 
 

2015 年 10 月 
     群馬県衛生環境研究所長  猿木信裕 
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